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◆「1月・2月」の株価騰落率次第で3月以降の株価が決まる?
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今年の米株 「1月・2月」と「8～10月」の
騰落率が超重要!

• S&P500の1月騰落率がプラスになり、続く2月もプラスだ
と、3～6月は+4.8％、3～12月は+10.9％となったの
が戦後の平均値（図表①）

• 今年1月がプラス騰落率に着地するには4769.83以上で
月末値が終了する必要がある

• 一方、1月騰落率がマイナスになり、続く2月もマイナスだと
、3～6月は▲0.26％、3～12月で辛うじて+2.1％とな
るのが戦後の平均（図表①）

（図表⓵～③）
Bloombergのデータを基にニッセイアセットマネジメント作成

＜図表③大統領選挙年のS&P500
（1980年～各年1月末＝100）＞

＜図表⓵S&P500 1月・2月の騰落率がプラスだと、
3～6月 3～12月の騰落率はプラスに＞

◆「8～10月」の株価はなぜ重要なのか?

• 1960年以降において大領選前の「8～10月」の株価騰落率がプラスなら現職大統領は勝利、マイナスなら敗北した。例外
は1回のみ（図表②）

• つまり、この時期は株価にポジティブな政策の打ち出しが、より強まりやすいと見ている、つまり金融緩和だろう
• 財政出動にも期待したいところだが、議会の反発もありハードルは高い、ゆえに金融緩和だ
• 夏場は大統領選前の不透明感から、株価が調整しやすいのが過去のアノマリー（図表③）
• 但し、夏場の下落幅は2度のハズレ値を除けば、調整局面の閾値である▲10にも満たない（図表③）
• その上、大統領選11月を境に、全ての年で株価は年初の水準を上回って着地した（図表③）

・

＜図表②大統領選前8～10月期のS&P500騰落率が
マイナスだと現職大統領は敗北＞

◆上記を踏まえての投資戦略

• 1月、2月の騰落率がプラスなら株買い、夏場の調整で利食いもしくは、買い増し、年末高を狙う
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